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本⽇のMENU

1. ⼤学IRで⾒える地域⼈材育成の課題

2. ⼭形⼤学が取り組む地域⼈材育成
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⼭形⼤学の卒業⽣はどの地域に⾏くのか︖︓出⾝地域と就職地域

育てた“地域人材”が
大都市圏に吸収される
実態



就職希望地域は在学中に変わるのか︖
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アンケート調査
対象者︓2019年度学部⼊学、2022年度卒業で就職した者

■⼊学時点における就職希望地域
データ収集⽅法︓全ての⼊学者を対象
にしたアンケートを⼊学時に実施

■実際の就職先地域
データ収集⽅法︓学校基本調査対応業務
2023年5⽉に卒業後の動向調査

設問 現時点における卒業後の希望勤務地を教えてください
① ⼭形県
② ⼭形県以外の東北地⽅（⻘森、秋⽥、岩⼿、宮城、福島）
③ ⾸都圏（東京、千葉、埼⽟、神奈川）
➃ 上記以外の都道府県、または海外
⑤ 決まっていない



⼊学時点における希望勤務地域と実際の⼭形県内就職率
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⼊学時に「⼭形県内就職を希望」と回答した学⽣の72％が、実際に「県内就職」
⼊学時に「⼭形県内就職を希望」と回答した⼭形県出⾝の学⽣の77％が実際に「県内就職」
⼊学時点での希望勤務地が重要︖（⼤学進学前の意識づけが重要）

回答者における
山形県内就職率

全入学者に占める
回答した学生の割合

入学時における
希望勤務地

17％35％未定

10％25％東北地方（除山形県）

72％18％山形県

7％11％首都圏

8％11％上記以外



⼈⼝110万⼈以下の県の⼤学⼊学者における地元残留率推移

6出典︓⼭形⼤学OIRE “データで⾒る⼭形県” 作成者 藤原宏司
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⼭形⼤学の取組︓地域課題解決を実践する教育プログラム
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⼭形⼤学発の地域連携プラットフォーム
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やまがた社会共創プラットフォーム

2022年10月発足
県内全自治体、経済団体等、県内全高等教育機関
全63機関で構成

設立の目的
地域の課題解決と新たな価値の創出に取り組み、個人及び
地域社会のウェルビーイング（幸福）に貢献し、地域の持

続的発展を目指す

３つの重点事項
・山形県内大学生の地元定着率向上（Uターン学生含む）
・山形県内高等学校からの県内大学進学率向上

・女性の活躍・地域定着

（令和6年4月に大学コンソーシアムやまがたを移設）



⼭形⼤学の取組︓地域⼈材が共に育つ“やまがた共創塾”
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オール⼭形の産学官⾦医連携「やまぷら」で展開するリカレント教育エコシステム構築事業



地⽅創⽣2.0における「新結合」のモデル
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地方創生2.0「新結合」が
期待される施策・先行地
域として例示


